
 水曜祈祷会 コリント教会へのパウロの手紙Ⅰ 

「コリント教会へのパウロの手紙」のポイント

　  コリント教会はどんな教会だった？ 
　コリント教会は、国際的な港町であり貿易の中心であったコリントという街にあった教会です。コリント
教会は、港町の特徴とも言える偶像礼拝と不道徳な文化で満ちた街に立地していましたので、コリントのク
リスチャン達はいつも環境と苦闘していました。当時のコリント教会の多くは異邦人であったと言われてい
ます。生まれて初めて経験する救いの喜びと同時に、自分達が長い間慣れ親しんできた非聖書的な慣習や環
境の中でどのように生きていくべきか大きな試練に立たされていました。聖書的な価値観と自分達の生活の
一致の問題で苦しんでいたのです。 
　そして、その試練の故に問題も多い教会でした。教会内は混乱し、分裂しかかっていました。パウロはこ
の時期、第3回目の宣教旅行の途中で、エペソに滞在していました。エペソ滞在中も聞こえてくるコリント
教会の問題や、実際にコリント教会からの訪問団から問題を聞き出し、コリント教会へ向けて手紙を書いた
ものがコリント教会へのパウロの手紙１の背景となりました。
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2　   コリント教会への手紙のアウトライン 
　A：教会の問題についての対処 
　　  (1)教会の分裂について(1章10節～4章21節) 
        (2)教会の無秩序な状態について(5章1節～6章20節) 
 
   B：教会の質問に答える 
　　  (1)クリスチャンの結婚に関する教え(7章1節～40節) 
　　  (2)クリスチャンの自由に関する教え(8章1節～10章33節) 
　　  (3)礼拝に関する教え(11章1節～14章40節) 
　　  (4)復活に関する教え(15章1節～16章24節)

「コリント教会へのパウロの手紙」を読んでみよう

　　今日の聖書箇所：1章1節～17節1

2　　今日のポイント：教会の分裂の要因
　 (1)「誰が伝えるのか」ではなく「誰の教えか」が重要 
　　　    パウロは第2回宣教旅行の時にコリントに18ヶ月滞在し、コリント教会を設立しました。当時は 
　　　 本としての新約聖書は存在しておらず、信徒は伝道者の説教や教えに依存する他ありませんでした。 
　　　　 そのような中、教会内で伝道者に対する好き嫌いの問題が起こってきました。11～12節に記録さ 
　　　 れているようにコリント教会の設立者のパウロを推す人々、雄弁で人気のあった伝道者アポロを推



 

2021年8月25日　No.1

3

　　教会が分裂する原因の一つに、ある特定のグループや人が教会の中で大きな影響を与えている時や、 
　 創造主ではなく、人に注目が集まるような組織・雰囲気・構造・集会のやり方を行うときに起こります。 　　 
　 教会共同体が、いつも人ではなく創造主に注目し、創造主中心である為にはどのようにすれば良いで 
　 しょうか。

　　　す人々、またエルサレムで3000人を改心させたペテロを推す人々。キリストの教えではなく、人の 
　　　 好き嫌いで教会が分裂の危機に陥っていました。パウロは13節で「キリスト(の体である教会)は 
　　　そのように分裂されてしまったのか」と嘆いています。13節の後半からは、クリスチャンと言われ 
　　　る人々は、誰に集中すべきかを説いています。私達、罪人の為に十字架に掛かってくださったのは、 
　　　信徒がそれぞれ好む伝道者パウロ・アポロ・ペテロではなく、イエス様なのです。パウロは13～16 
　　　節の中で、十字架に掛かられたのもイエス様、バプテスマを授けるのもイエス様の御名によって行わ 
　　　れるものだと強調しました。 
　　　　 17節では、パウロは分裂の問題の核心を突いています。またそれに対する根本的な解決を示して 
　　　 います。コリント教会の分裂要因となっていた各々の伝道者に対する好き嫌いは福音とは外れた事 
　　　 であり、コリント教会の信徒が争っている伝道者は「福音を宣べ伝えるため」であり、「キリスト 
　　　 の十字架の威力が失われないため」であると語りました。 
　　　　 つまり、教会が本来、本質とすべき福音を伝えるのに、雄弁な弁論家であるか、教会にどれほど 
　　　 寄与している人物かというよりは､彼らが話さんとしている内容であると語りかけました。人に感銘 
　　　 するのではなく、語られる福音に感銘すべきだという事です。この事は、2章6節でも強調されてい 
　　　 ます。

　　分かち合ってみましょう
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　教会共同体と記念館の為に
（１)ビジョン達成のために　 
　　①「創造をベースに、99％へ福音を」という教会のビジョンが、創造主によって祝福されますように。 　　 
　　②2021年度ビジョン「創造主を信じ、その大能の力によって強くして頂きなさい」の実現の為に。 
　　　クリスチャン一人一人が、主に繋がり、主に強められるように。 
（２）教会のため　 
　　①教会の本質的な働きー礼拝と伝道の働きの為　 
　　②教会の共同体の関係祝福のために 
　　③教会の霊的成長・成熟のために　 
　　④地域との関係　 
（３）ノアの箱船記念館のため　 
　　①ノアの箱船記念館が伝道のために、クリスチャンの信仰形成の為に用いられます様。 
　　②ノアの箱船記念館の財政の祝福、ノアの歩道の為 
（４）教役者のために 
　　①堀越葉満主事のため　②宮崎聖牧師家庭のため

（１）病にある方々の為に・平安があります様に 
　　　①豊田昌代姉　②柴田啓子姉(リハビリ)　③内田家　④吉川珠卯姉　⑤斎藤勝兄　 
　　　⑥二枝友恵姉　⑦川村澄姉　⑧キムウンジョン姉　⑨野口容子姉　⑩斉藤法子姉 
（２）教会からしばらく離れている方の為 
　　　吉川珠卯姉、吉川大空兄、﨑山彰伍兄、西村直兄、今井純子姉、今井公登兄、今井啓太さ 
　　   ん、黒田優人兄、豊田家の子供達、 
（３）次世代の為に 
　　　①日曜学校の祝福の為　 
　　　②ユースの為に(ユースの学び・恋愛結婚・職場での祝福・海外にいる若者・他住の若者) 
（４）今月の祈祷課題の方々のために 
　　　①キムウンジョン姉(ご主人:パクさん)ー出産の為帰国中。出産が守られるように。 
　　　②黒田優人兄ー仕事の祝福。信仰の回復。 
　　　③小林家ー子供達の信仰の成長。進路の祝福。 伴侶の救い。  
　　　④斎藤家ー勝兄と陽子姉の健康。法子姉の健康と仕事の祝福。 

　教会員の為に

　伝道と宣教の為に
（１)洗礼準備・聖書の学びをされている方々のため 
　　①内田眞由美さん　②小川さん　③あさみさん　④今井啓太さん⑤小林誠さん　　 
（２）受洗後の学びをされている 
　   ①仲尾遙斗兄　②小林大悟兄　③武藤加奈姉　④小林愛実姉　 
（３）伴侶の救いの為 
　　①大西家　②小林家　③池谷家　④永井家　⑤今井(純)家　⑥吉川家　⑦千種家 
（４）伝道のためのグループ(感染から守られる様に) 
　　①レプトン　②ゴスペル・フラ　③卓レシア　④女性集会　⑤創愛クラブ　⑥クラフトカフェ　 
　　⑦ノア・パーク 
（５）ロゴス・ホープ号乗船　野口聖恵姉ー災害支援活動の為


